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研究成果の概要（和文）： 
	
 本研究は，認知的コントロールのメカニズムを明らかにすることを目的とした．記憶抑制につい
ては，再認による検索誘導性忘却，Think/No Think課題を用いて自己情報に関する意図的忘却，
また記憶に付随する感情情報の変化について検討を進めた．さらに，思考抑制課題を用いた抑うつ
傾向と抑制機能が関連，加齢における反応抑制機能の低下，また認知コントロールに関わる身体情
報の関与を見いだした．また，コントロールと対になる心の機能である自動的処理の側面について
も，統計的学習が可能なことを見いだした． 
 
研究成果の概要（英文）： 

This research was done to explore the mechanism that underlies in cognitive control. We 
examined the following topics closely related to cognitive control: retrieval induced forgetting, 
intentional forgetting (Think/ No Think), forgetting information of self and emotional stimuli, 
thought suppression and depression, aging and response inhibition, and the role of interoceptive 
information. On another facet of mind that is contrasted with cognitive control, automatic 
processing, we examined the characteristics of visual statistical learning and found that people 
learned statistical rule without conscious awareness. It is argued that the role of interoceptive in 
cognitive control as well as the interaction between automaticity and cognitive control should be 
pursued. 
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１．研究開始当初の背景 
	
 研究開始時点では認知的コントロールに

おける抑制機能の研究は注目を集めており
(e.g., Gorfein,S. & MacLeod,C.M. 2007 
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Inhibition in Cognition. APA)，なかでも注意研
究および記憶研究において特に多くの関連
研究がなされてきた．例えば， Stroop課題で
は単語の読みを抑制する必要があり，また色
を命名しなければならない．これは，不要な
情報を抑制し必要な情報に焦点を当てると
いう注意機能の一部を反映したものである．
また，必要な記憶を想起するためには不要な
記憶を抑制する必要があること，さらに，作
動記憶研究における中央実行系の役割もあ
る種の抑制機能と深い関わりがあることが
指 摘 さ れ て き た  (e.g., Anderson, 2003; 
Conway & Engle, 1994)．抑制機能は前頭葉機
能との関連が指摘されていることもあり，脳
科学研究の中でも関心が集まっている研究
課題である(e.g., Aron et al., 2004)． 
 
２．研究の目的 
	
 本研究は，ヒトの認知的コントロールの機
能，特に記憶の抑制機能に焦点を当て，認知
心理学，認知神経科学等の知見を援用し，そ
のメカニズムを解明しようとするものであ
る．より具体的には，検索誘導性忘却，Think/ 
No Think 課題を中心とした記憶抑制機能の
特徴を明らかにすることである． 
 
３．研究の方法 
(1) 記憶情報の抑制 
	
 自動的抑制の検討のために，検索誘導性忘
却および Think/No Thinkの手法を用いて研究
を進めた．検索誘導性忘却(retrieval induced 
forgetting)とは，あることがらを想起すること
で関連することがらが思い出しにくくなる
現象である．ここでは，特定のことがらを意
図的に抑制するわけではなく，別のことがら
の想起が忘却を導くものである．実験は，一
つの手がかりに対して二つのターゲットの
対連合学習を行った後，検索訓練段階におい
て手がかりからターゲットの一つを再生す
ることを求められる．そして最後に，手がか
りからすべてのターゲットの再生を行う．典
型的には，検索訓練段階で再生しなかったタ
ーゲットは，全く再生を行わなかった統制条
件と比べて，最終再生成績が低下する．この
ことは，検索訓練段階で，再生しなかったタ
ーゲットが抑制されたためであると考えら
れ，再生課題のみで生じるとされてきた． 
	
 また，意図的抑制に関する手法として，
Think/ No-Think課題がある(Anderson & Green, 
2001) 。この課題も 3つの段階からなる。学
習段階では，手がかりとターゲットからなる
単語対を呈示され，それを覚えることを求め
られる。続いて Think/ No-Think段階では，次
の 2つの課題のいずれかを求められる。Think
条件では，単語対の手がかりを呈示され，タ
ーゲットを再生すること，No-Think条件では，
手がかりが呈示されるが，ターゲットを「意

識」しないことを求められる。それらを 0回
（つまりこの段階では提示されない），1回，
8回，16回繰り返した。最後の記憶テスト段
階では，手がかり語からすべての学習ターゲ
ットを再生することを求められる。日常場面
で生じる，考えたくない記憶が意識される場
面で，それを意図的に忘れようとする心の動
きを実験的にシミュレートしたものである。 
（2）認知情報の抑制 
	
 過去の想起ではなく，現時点での認知処理
の抑制機能について，抑うつ傾向と抑制機能
については，あることがらを考えないように
するとかえってそのことがらを考えてしま
うという思考抑制の手法を用いて検討した． 
	
 また，加齢と抑制機能の関係については，
反応抑制に関わる Simon課題（たとえば，画
面に「右」と提示された場合に左のボタンを
押す場合に右のボタンを押す場合よりも反
応が遅れる）および提示された刺激の一部の
情報の抑制に関わる flanker課題（画面のター
ゲットの近傍に提示された情報を無視する）
を用いて検討を行った． 
（3）認知神経科学アプローチ 
	
 神経基盤に関する研究については，展望記
憶の想起，内受容感覚，文章理解と情動など
の視点から，fMRI を用いた画像研究および
神経心理研究による方法を用いた． 
 
４．研究成果 
(1) 記憶抑制メカニズムの検討 
	
 検索誘導性忘却および Think/No-Thinkパラ
ダイムを用いた意図的忘却について検討を
行った．検索誘導性忘却研究では，学習段階
に続く検索訓練段階において（手がかり再
生），思い出すべき情報と類似した情報との
競合が生じ，類似情報の抑制が行われると考
えられており，再生課題のみで生じ，再認な
ど単に情報を提示するのみでは忘却が生じ
ないと考えられてきた．しかし，競合情報が
存在する場合には，再認課題でも忘却が生じ
ることを見いだした． 
	
 意図的忘却に関する Think/No-Thinkパラダ
イムを用いた研究の目的は人が不快な記憶
を抑制できるかどうかという点である．これ
までの研究では一般的な記憶研究で用いら
れる刺激（単語など）が中心であったが，重
要な点は自分が体験した記憶の抑制が見ら
れるかどうかとことであり，自己情報に関す
る意図的抑制を検討した結果，自己情報につ
いても抑制が可能であることが示された． 
	
 過去の記憶の想起に関する抑制だけでな
く，未来の記憶である展望的記憶についても
抑制が見られることを，検索誘導性忘却を用
いて見いだした．さらに，より現実場面にお
ける目撃証言場面で検索誘導性忘却が見ら
れることも見いだした．	
  
（2）認知情報の抑制 



	
 抑うつ傾向の高い人を対象にした抑制効
果については，思考抑制を用いて検討した結
果，抑制意図そのものの有無というメタ認知
的要因の影響を見いだした． 
	
 加齢に伴う抑制機能の変化について，反応
の抑制を反映する Simon課題および空間的に
近接した情報の抑制を必要とする flanker 課
題実施中の脳機能を近赤外光（NIRS）を用い
た手法によって検討した．その結果，高齢者
は特に反応抑制機能が低下すること，また両
課題が反映する脳領域は異なっているから，
同じ抑制といっても異なるメカニズムがあ
ることを明らかにした． 
（3）認知神経科学アプローチ 
	
 認知制御と抑制に関わる神経メカニズム
に関して，fMRI を用いた画像研究および神
経心理研究を実施した．これらの研究を通し
て，前頭葉内でのネットワークに課題による
質的な違いがあることや，認知制御に身体情
報が活用されるいくつかの事実を明らかに
することができた．  
（4）自動的学習機能 
	
 本研究では，抑制機能を中心とした認知的
コントロールを扱ってきたが，一方，その対
となる処理である，コントロール機能の働か
ない自動的過程，特に気づかない特性を持っ
た情報について学習，記憶されるかどうかに
ついても研究を進めてきた．具体的には，視
覚的統計学習と呼ばれる課題であり，学習時
に提示される時間的順序が学習されている
かどうかを記憶テストを用いて検討した結
果，順序情報を潜在的に学習・記憶している
ことを見いだした． 
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